
保護者の皆様 

学校感染症による出席停止について 

 

学校感染症（下記参照）と診断された場合は、感染拡大を防ぐため、治癒するまでの決められた期間、出席停止となります。 

医師の指示に従い、家庭で休養するとともに、下記の手続きをお願いします。 

 

１．学校感染症（疑いを含む）と診断された場合、速やかに学校に連絡してください。 

２．診断名、休養時の注意点、治療後登校する際の手続き方法などを十分に聞いて静養してください。 

３．インフルエンザまたは新型コロナウイルス感染症に罹患された場合は、速やかに学校に連絡し、出席停止期間の基準に従

って自宅療養をしてください。登校再開の際には、「インフルエンザまたは新型コロナウイルス感染症治癒報告書」を印

刷していただき、保護者の方が必要事項を記入をし、登校時、担任に提出してください。 

４．インフルエンザ、新型コロナウイルス感染症以外の学校感染症と診断された場合は、医師から登校許可がおりたら、「治

癒証明書」を医師に発行していただき、学校（担任）に提出してください。 

※「治癒証明書」の書式については特に指定していませんので、病院が発行する様式で提出してください。病院に様式が

ない場合は、ホームページより様式をダウンロードしてご使用ください。 

５．学校感染症についてご不明な点等ありましたら、担任または保健室へお問い合わせください。 

 

【学校感染症と出席停止期間の基準】 

分

類 

  

第

１

種 

エボラ出血熱、クリミア・コンゴ出血熱、南米出血熱、ペスト、

マールブルグ病、ラッサ熱、ジフテリア 

急性灰白髄炎（ポリオ）、重症急性呼吸器症候群（SARS）、 

鳥インフルエンザ（H5N1） 

治癒するまで 

 

 

 

 

第 

２

種 

 

 

 

 

新型コロナウイルス感染症 

発症した後５日を経過し、かつ症状が軽快した後１日を経過
するまで  
※「症状が軽快」とは、解熱剤を使用せずに解熱し、かつ、
呼吸器症状が改善傾向にあること 

インフルエンザ 発症後５日経過し、かつ解熱後２日を経過するまで 

百日咳 
特有の咳が消失するまで、または５日間の適切な抗菌薬療法
が終了するまで 

麻しん（はしか） 解熱後３日を経過するまで 

流行性耳下腺炎（おたふく） 
耳下腺、顎下腺又は舌下腺の腫脹が発現した後５日を経過
し、かつ全身状態が良好になるまで 

風しん（３日ばしか） 発疹が消失するまで 

水痘（みずぼうそう） 全ての発疹がかさぶたになるまで 

咽頭結膜熱（プール熱） 
発熱、咽頭痛、結膜炎などの主要症状が消退した後２日を経

過するまで 

結核 症状により医師が感染の恐れがないと認めるまで 

髄膜炎菌性髄膜炎 

第

３

種 

コレラ、細菌性赤痢、腸管出血性大腸菌感染症、腸チフス・パラ
チフス、流行性角結膜炎急性出血性結膜炎 

その他の感染症（※２） 

症状により医師が感染の恐れがないと認めるまで 

※１ 病状により医師が感染の恐れがないと認めた時は、この限りではありません。 

※２「その他感染症」とは、学校で流行が起こった場合にその流行を防ぐため、必要があれば学校長が学校医の意見を聞き、第３種の感

染症として、措置をとることができる疾患です。感染症の種類や各地域、学校における感染症の発生・流行の態様等を考慮の上で判

断するため、必ずしも出席停止を指示するものではありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

病  名 出席停止期間の基準（※１） 



インフルエンザ・新型コロナウイルス感染症の出席停止期間表 

  

※ 解熱するタイミング、軽快したタイミングで出席停止期間が異なります。  

※ 発症日・解熱した日・軽快した日を「０日目」として、翌日から「１日目」…「２日目」…と数えてください。 

 

 


